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事業、商品、顧客、市場、社会を含めた全体の形態を知覚する。    下記は対象となる項目を取りだした。 

商品は製品とサービ
スを含めて表現した。 

事業とは、市場におい
て知識という資源を経
済価値に転換するプロ
セスである。ドラッカー 

多様なニーズと複数の目標のバランスをとる。 

マーケティングは全事業に関わる
活動である。全ての部門、機能の
活動に関わる。全ての社員がマー
ケターの活動をしているはずだ。 

欲求 

期待 

ニーズ 

満足 

価値 

現実 

支出配分 

顧客から新規性を発見できない。 

時間軸 

世代 

最終用途 

習慣 

満足への支払い総額 

最終用途の存在を知る 

知識資源 廃棄・創造 

知識・技術 全体生産構成 

商品性質分類 

他市場商品 

商品サイクル 商品活用 

自らの手で自らの商品を陳腐化させる 

コントロール不能領域 

顧客 事業 

市場 社会 

提案域 

成果域 革新域 
活動
域 

流通チャンネル 非顧客 

生存域 評価域 

商品 

市場調査や顧客調査では新に新しいもの
を発見できない。 

コストセンター プロフィットセンター 

限定市場 適合市場 多元１市場 

予想外市場 革新位置 

最大満足への欠落を発見 潜在市場 

予測できる
リードタイムを
探る。 

社会の問題そのものの解決が、事業上の最大の
機会になる。事業の社会的イノベーションである。 

利害関係者 

未来へ投資 

事業所移動 

事業挑戦目標 

リスク最小化 

成果最大化 

戦略化一体性 

マネジメント責任 

２つの予算管理 

短長期バランス 

市場リーダーシップ 

利害関係者の利害バランスを図る 

強み・得意 

適正機会 

最適資源 

環境変化 

財務計画 

分割統合 

ビジョン 

人材開発 

使命 

機能社会 

人流・移民 

受容度 

人口構造 

社会基盤 基盤施設 

経済基盤 

知識競争社会 

知識社会 

活動場所 

ＮＰＯ充実 

不統一、多様性、妥協、矛盾 

グローバル社会 
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